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2024年12月23日
学術研究委員会　第11回研究発表会のご案内
平素より当協会の活動にご支援・ご協力を賜り深謝申し上げます。

「学術研究委員会　第11回研究発表会」【WEB配信】のご案内を申し上げます。
当協会では、アフリカに関わる各種の情報収集・分析・発信を主軸とする活動を幅広く長期にわたって展開してきました。近年の日本・アフリカ関係の緊密化やアフリカに対する世界的な注目度の高まりの中で、一層活動の深化と多角化・多様化を求めるために学術研究分野での事業の拡大と充実の一環として、一昨年度より学術研究会を発足させました。
今般、第11回研究発表会として、東京大学未来ビジョン研究センター（IFI）特任講師である華井和代先生をお招きして、オンラインによる研究報告をお願いすることになりました。
華井先生は長年アフリカにおける鉱物資源を巡る紛争問題に関して研究をされてきました。今回はコンゴ民主共和国（以下コンゴ）における紛争についてご報告いただきます。コンゴは電子機器に欠かせないタンタルなど希少資源に恵まれた国ですが、この利益を狙って武装勢力が暗躍し、多くの人々が暴力によって苦しんでいます。2018年に性暴力に苦しむ女性を支援してきたムクウェゲ医師がノーベル平和賞に選ばれ多少は注目され、諸外国も対応していますが、問題はまだまだ解決してはいません。大変興味あるテーマについて貴重なお話を伺える機会と思いますので、是非、ご参加をお待ちしております。
記

報告者：　華井　和代　（はない　かずよ）　東京大学未来ビジョン研究センター（IFI）　特任講師
（講師略歴は別紙ご参照願います。）
報告タイトル：「コンゴ東部紛争にみるアフリカ大湖地域の政治力学
～紛争鉱物問題と地域機構介入の現状」
日時：　2025年1月23日（木）　14時から15時30分予定

司会：　青木一能　アフリカ協会学術研究委員会委員長（日本大学名誉教授）

参加人数：先着100名様

申込方法：ご案内メールに記載のURLフォームにて【氏名、所属、タイトル、電話番号】を明記戴き、
アフリカ協会事務局あてに、お申込み下さい。

締切：2025年1月20日（月）までにお申込みをお願いいたします。

以上
報告概要及び報告者略歴
概要：
1990年代から紛争が継続しているコンゴ民主共和国（以下、コンゴ）の東部には、世界最大規模の国連PKOが派遣され、鉱物の紛争利用を停止させるための紛争鉱物取引規制がアメリカとEUで実施され、さらには東アフリカ共同体（EAC）や南部アフリカ開発共同体（SADC）の部隊が派遣されるなど多様な取り組みが行われてきたにもかかわらず、紛争解決の兆しが見られない。なぜコンゴ東部の紛争状況は悪化し続けるのか。本報告では、紛争鉱物問題と周辺国の介入に焦点を当てて考察する。

略歴：

東京大学未来ビジョン研究センター特任講師／NPO法人RITA-Congo代表理事

筑波大学人文学類卒(歴史学)、同大学院教育研究科修士課程修了(教育学修士)
成城学園中学校高等学校での教師を経て、東京大学公共政策大学院専門職学位課程修了(国際公共政策学修士)、同大学院新領域創成科学研究科博士課程修了(国際協力学博士)。
東京大学公共政策大学院特任助教、同大学未来ビジョン研究センター講師を経て2022年4月より現職。コンゴの紛争資源問題と日本の消費者市民社会のつながりを研究。2019年にNPO法人RITA-Congoを設立し、代表理事を務める。
主著
『資源問題の正義―コンゴの紛争資源問題と消費者の責任』(東信堂、2016年)。
『ムクウェゲ医師、平和への闘い:「女性にとって世界最悪の場所」と私たち』立山芽以子、華井和代、八木亜紀子共著（岩波書店、2024年6月）
　　　　
